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１．目的：2018 年北海道胆振東部地震によって道路ネ

ットワークの被害を受けた地域を対象とし，最大地表

面速度 PGV及び計測震度 IJの地震動強さと道路の被害

率 R[箇所/km]の関係を明らかにする．また，既往地震

との比較を行い，2018 年北海道胆振東部地震における

道路ネットワークの被害の特徴について考察する． 

２．分析対象データ：本研究では，北海道庁が管理す

る道路ネットワークを分析対象とし，北海道庁より提

供された道路被害情報[1]を利用した．文献[1]の情報を

もとに，Google災害情報マップ[2]のデータに基づいて

道路決壊と斜面崩壊の被害地点を目視で同定した．本

研究では，顕著な被害が見られた厚真町，安平町，む

かわ町を対象地域とした．斜面崩壊が生じた被害地点

の一例を図1に示す．対象とする道路データは，道路地

図V2012-3 [3]に一部の道路を付け加えたものを用いた．

対象とした道路総延長は1234.2km，被害地点数は97点

であり，そのうち道路決壊が65点，斜面崩壊が32点で

あった．3町における対象道路及び被害地点を図2に示

す． 

３．地震動強さ：地震動強さの指標としては，地表面

最大速度PGV及び計測震度IJを適用した．北海道胆振東

部地震での地震動分布は地震動マップ即時推定システ

ムQuiQuakeが提供しているQuakeMap[4]を使用した．図

3にPGV及びIJの空間分布を示す． 

 

図 1 被害地点の一例(斜面崩壊) 

 

図 2 厚真町，安平町，むかわ町における対象とする道路

ネットワーク及び被害地点(黒線内部が上記 3 町を示す)

       

図 3 PGV，IJの空間分布 
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４．PGVならびにIJと被害率の関係：道路決壊及び斜面崩壊の発生件数X[箇所]を道路延長L[km]で除し，道路決壊

及び斜面崩壊の発生件数X[箇所]に関する被害率R[箇所/km]を 𝑅 = 𝑋 𝐿⁄  のように定義した．具体的には，3町におけ

るPGV，IJの空間分布データと道路ネットワークを重ね，PGV及びIJの区間に対応した道路延長を算出する．次に被

害地点のPGVとIJを求め，その点数を集計し被害率R[箇所/km]を算出した．その際，PGVは10cm/sごとにその区間の

中央値で集計し，IJは気象庁に従い求め，0.1ごとに集計した．その結果を図4，5に示す．IJについては，東北地方

太平洋沖地震と熊本地震における道路ネットワークの被害率も併せて示している[5][6]． 

  

図 4 PGVと被害率の関係              図 5 IJと被害率の関係

５．被害の特徴と既往地震との比較：図 4 から PGV=30~120[cm/s]において被害が発生している．PGV=100cm/s の

時，被害率は最大値 0.136[箇所/km]であり，PGV=70~110[cm/s]において R=0.882~0.136[箇所/km]と高い被害率を示し

ている．被害モードの観点から，道路決壊は PGV=70~110[cm/s]に，斜面崩壊は PGV=50~90[cm/s]に集中していた．

図 5 から IJ=5.6~6.1 において被害率が急速に高まっている．IJ=6.0 の時，被害率は最大値 0.188[箇所/km]であり，道

路決壊の半数強が分布していた．また，IJ=6.1 の時，R=0.177[箇所/km]であり，斜面崩壊の半数弱が分布していた．

熊本地震では，IJ=4.9 で被害率が出始め，IJ=5.5 から高まり始め，IJ=6.7 で最大値 R=0.315[箇所/km]を示した．東北

地方太平洋沖地震の被害率は，IJ=3.6 の比較的小さい領域から R>0[箇所/km]となり，熊本地震よりも低い IJ=4.5 に

おいて被害率が立ち上がり始め，IJ=6.2 で最大値 R=0.031[箇所/km]を示した．これらと比較して，北海道胆振東部

地震の被害率は既往地震よりも低い IJ=5.6 付近で立ち上がり始め，先述の通り IJ=6.0 でピークとなる．また，東北

地方太平洋沖地震の被害率よりも全体として高く，熊本地震の被害率より最大値は小さいが，より早く立ち上がり

同程度の被害率を示した． 

６．まとめ：2018 年北海道胆振東部地震における道路ネットワークの被害について分析を行った．PGVについては，

PGV=30~120[cm/s]で PGVの増加に伴い被害率が上昇して，IJについても被害率は同様の傾向を示し，IJ=5.6~6.1 で

比例的に被害率が上昇している．IJについて既往 2 地震と比べると，北海道胆振東部地震では道路ネットワークの

被害が出始める IJが小さく，IJ=6.0 で R=0.2[箇所/km]に迫る．熊本地震の被害率の最大値よりは小さいが，同程度

の立ち上がりを示している．今後は既往研究で行われている液状化を考慮した解析を行うとともに，道路決壊と斜

面崩壊を区別して被害モードによる被害の特徴についての調査を行う． 
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